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彼岸花と棚田（星野村）
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3　2016秋号



10月７日（金） 11月17日（木）
篠栗町　南蔵院
林覚乗住職　講話

11月14日（月）

10月14日(金）

１１月２０日（日）8：50予定

（予定）

１２月２６日（月）
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講師　西島昇子 氏　
職場の接遇力を高めコミュニケーションのある
人間関係をめざそう。

八女市役所駐車場



2016秋号

１０月１９日(水)14:00～15:30 
 

危ない節税対策・課非のポイント
決算書の見方と留意したい
税務上の取扱の税務セミナー

会社がもらえる助成金セミナー

セミナー内容
1.決算書の見方 
   経営状態はどこで判断できる？ 
   経営指標の分析方法 
2.留意したい税務上の取扱 
   役員報酬の扱いとは？ 
   社長への高額日当などの取扱 
   交際費の判断基準 

講師：東京会計グループ　米満まり税理士 

 講師： ㈱ビジネス・ナビゲーター専任講師 蔵森邦彦税理士

　　　　　八女商工会館2Ｆホール 
１１月１１日(金)1６:00～1７:30 
 

セミナー内容
1.ものづくりに対する助成金について 

2.中小企業の利用できる助成金 

3.会社の機械購入の助成金 

4.業種ごとの助成金 

5.質疑応答（３０分） 

日商簿記３級検定に向けての過去問題を中心とした全６回講座。合格を勝ち取りましょう！ 
 

講師：産学コーディネータ　太田嘉孝　氏

　　　　　メモリアルホールいわ井 

簿記講座
日商簿記３級対策講座　全６回

2016年12月  8日（木）・12月15日（木）
2017年  1月12日（木）・  1月19日（木）・1月26日（木）・ 2月2日（木）  

参加無料 参加無料

18:00～21:00

◆会員5,000円　◆非会員10,000円

八女商工会館2Ｆ

23日
八女市白壁通り

代表取締役　松林　伸弥



第4回定時総会

48

　6月2日㈭にいわ井で多くの会員の皆さま、八女税務署署長をはじめ、福岡県筑後県税事務所所長等多くの来
賓の方々の参加をいただき、定時総会を開催しました。功労者表彰では会員増強活動表彰（12名）、福利厚生制
度推進表彰（4名）、全国法人会総連合会長表彰（1名）、福岡県法人会連合会会長表彰（5名）があり、受賞者には
賞状や記念品が授与されました。第1号議案「2015年度収支決算報告承認の件」の審議があり、原案どおり可決
承認されました。
　報告事項では「2015年度事業報告」「2016年度事業計画」「2016年度収支予算」の報告がありました。

　講演会では慶應義塾大学法学部
教授の片山善博氏に「地域づくりと
人づくり」と題して講演をしていただ
きました。

　会員の皆さまの親交を深める会員交
流会が開催されました。



　青年部会の定時大会が黒豚屋で開催され、来賓として八女税務署の築城署長、室園統括官、親会の正副
会長に出席していただきました。
　入部部会長のあいさつの後、「2015年度の事業報告及び収支決算」「2016年度の事業計画及び収支予
算」の報告がありました。
　今年度の卒業生6名（木屋康彦さん、伊藤博之さん、平島英一郎さん、山本典由さん、山下一成さん、筒井
宣雄さん）に記念品の贈呈がありました。

　女性部会の定時大会が王将寿司で開催され、来賓として八女税務署の築城署長、室園統括官、親会の正
副会長に出席していただきました。
　高山部会長のあいさつの後、「2015年度の事業報告及び収支決算」「2016年度の事業計画及び収支予
算」の報告がありました。

7　2016秋号

5/13● 青年部会第25回定時大会青年部会第25回定時大会金

4/22● 女性部会第16回定時大会女性部会第16回定時大会金

卒業生の皆さん



4/14(木)

会員のページ

8 八女法人会だより vol.48

　法人税や消費税等の決算・申告についての研修会を開催しました。講師を八女税務署法人課税部門の室
園統括官と田代上席にしていただきました。7社7名の参加がありました。

新社会人マナーセミナー

決算実務セミナー

　初めて経理に携わる方を対象に、経理の役割・仕事の流れ・日常業務の処理方法・関連する税金を学習し
ました。講師は税理士の谷和也氏。12名（うち非会員3名）が参加しました。

　新社会人の皆さん61名（うち非会員4名）が参加しました。講師は小河之子さん。あいさつの仕方から電話
応対の仕方、新社会人としての基本的な心構えと行動、言葉づかいと敬語、お客様対応のマナーなどロール
プレイング形式を交えて学びました。新社会人の皆さん、がんばってください。

6/2(木)・6/9(木)

3/24(木) 決算税務研修会



9　2016秋号

　八女ライオンズクラブとの共催で、社会貢献活動として献血活動を開催しました。124名（採血111名）
の方に参加していただきました。
　また、黒木ライオンズクラブとの共催で開催しました。3月は55名（採血46名）、7月は86名（採血79名）
の方に参加していただきました。ありがとうございました。

　仕事に活かすパワーポイント講座を筑後市のパソコンスクールPCワークスで開講しました。プレゼンテー
ションの作成から表やグラフの作成、特殊効果の設定などを学習しました。4名（うち非会員3名）の参加があ
りました

　AIU損害保険㈱との共催で、筑後地区法人会の合同事業としてリスクマネジメントセミナーを開催しまし
た。講師はティーペック社特別認定講師の平山貴之氏で、「ストレスチェック制度導入後における課題と職場
環境改善に向けた必要な取り組み」というテーマで、企業に課せられる心身健康配慮への責任や実効性の
あるメンタルヘルス対策のポイント等について学習しました。32名（うち非会員27名）の参加がありました。

4/7(木)・3/10(木)・7/22(金) 献血活動

6/1(水)～６/２９(水)５日間 パソコン講座

6/16(木) リスクマネジメントセミナー

3/24(木) 決算税務研修会



　八女税務署法人課税部門の坂梨統括官と小林上席を講師として税務研修会を八女商工会館で開催しまし
た。平成28年度税制改正、消費税、e-Taxについて等の説明をしていただきました。11社12名の参加がありま
した。

会員のページ

10 八女法人会だより vol.48

　あいにくの雨でしたが、部会員さん18名の参加で工場と世界遺産を見学しました。
はじめに佐賀市諸富町の「味の素九州事業所」でバスの中から工場敷地内を見学し世界最大級のアミノ酸工
場である説明を受け、ビデオや模型を見ながらアミノ酸の発酵過程と製造過程を見学しました。また、味の変化
の実験では味噌湯に「味の素」を入れると、うまみ成分がでることや味噌の味が濃くなることを実感しました。
その後有明海沿岸道路を通り、車窓から三池港を見学しました。そして、三井港倶楽部で庭園の美しいあじさ
いを見ながら昼食をとり、かつて三井財閥の迎賓館であった展示物を鑑賞しました。午後は昨年世界遺産に登
録された三池炭鉱の一つ荒尾市の「万田坑」を見学をしました。敷地内に現存する第二竪坑櫓やレンガ造りの
巻揚室など、施設･設備･機械の迫力に圧倒され、観光ガイドさんからその歴史の説明を受け「明治日本の産
業遺産」に触れ、偉大さに感動し石炭産業の歴史を学んだ有意義な視察研修会になりました。

6/24(金)

税務研修会

女性部会視察研修会

8/24(水)



2016秋号

　本年7月の定期人事異動により八女税務署長を拝命いたしました森でございます。

公益社団法人八女法人会の皆様方には、日頃から税務行政の円滑な運営につきまして深いご

理解と格別のご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。

　私は、八女税務署の勤務は初めてですが、当署管内には、「筑紫(つくしの)国造(くにのみ

やつこ)磐(いわ)井(い)」の墓とされる岩戸山古墳をはじめとする古代のロマン漂う史跡が点

在しており、加えて肥沃な筑後平野においては、お茶、いちご、キウイなどの多種多様な農

産物の生産が盛んであります。また、土地柄も人情味溢れるところとお聞きしていることか

ら、この地で勤務できますことを大変嬉しく思っております。

　さて、八女法人会におかれましては、「よき経営者を目指すものの団体」として、各種研

修会、小学生を対象とした租税教室、税に関する絵はがきコンクールなどの開催を通じて、

税知識の普及と納税道義の高揚に寄与されるとともに、地域に密着した社会貢献活動など、

社会の健全な発展にも大きく貢献されていると伺っております。

　このことは、高山会長様をはじめ歴代役員の皆様方のご尽力と、会員の皆様方のご理解と

ご努力の賜物と心から敬意を表する次第であります。

　ところで、最近の税務行政を取り巻く経済環境は、経済取引の広域化や国際化の進展、Ｉ

CT化による高度情報化社会の進展など大きく変化しております。

　特に、社会保障・税番号制度、いわゆるマイナンバー制度が導入されたことにより、平成

29年１月以降は、所得税や法人税等の確定申告書等への番号の記載が本格化することから、

会員の皆様方が本制度を十分に認識・理解していただけるよう、当署といたしましては、引

き続き、制度に関する周知・広報並びに説明会の開催などに努めてまいりますので、積極的

なご支援をお願い申し上げます。

　最後になりましたが、公益社団法人八女法人会の益々のご発展と、会員の皆様方のご健勝

並びに企業の更なるご繁栄を祈念いたしまして、私の着任のあいさつとさせていただきます。

もり ひさお

森　尚雄
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株式会社やつひめ
〒834-0003 福岡県八女市平田532番地8番
ＴＥＬ 0943-25-2166 FAX 0943-25-2167
ｈｔｔｐ：//yatsuhimepc.com/ 代表取締役　松林　伸弥
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　明治23年（1890年）10月1日、大藪組は初代・大藪清吉によって創業されました。

矢部川のほとり、旧八女郡古川村北長田（現：筑後市北長田）が創業の地です。この川は普段は穏やか

な水面を漂わせていますが、ひと度大雨に見舞われると濁流と化し、周辺の田畑や家屋さえ飲み込む

大被害をもたらしてきました。矢部川の堤防護岸工事は地域住民の悲願でもあり、この事業を発端に

建設業を展開していきました。

　昭和10年頃から国鉄（現ＪＲ）とのかかわりが始まり、鉄道や駅舎などの布設整備に伴い、やがて九

州一円から四国にまで手を伸ばしていきました。

　終戦後の昭和20年12月に株式会社に改組し、2代目であった大藪子之吉は、国鉄の九州の鉄道

工事の総窓口にあたる門司鉄道工業（現九鉄工業㈱）の社長に就任し4年11か月にわたって辣腕を

振るい、昭和27年10月再び大藪組の4代目社長になります。この後、子之吉は手を広げすぎた各地の

支社・営業所・出張所を整理しました。のちに5代目になる大藪章が　昭和29年に入社。熊本大学の

工学部建築学科に学んだ章の成長とともに建築部門も徐々に軌道に乗っていきました。

　昭和48年大藪章が5代目社長に就任、自己資本の充実、意欲・能力の重視など近代的な経営ポリ

シーを掲げて体制を整備していく矢先の昭和52年、45歳の若さで急逝してしまいました。急遽後を継

いだ6代目小川純久社長は、経営理念の制定、事業計画の立案、人材育成の強化を行っていきました。

平成2年の創業100周年には記念事業として現本社ビル（筑後市長浜）を建設しました。これは社員の

意見を設計に取り入れ、地域への開放、フィットネスルームやシャワー設備などを備え、日経ニューオ

フィス賞を受賞しました。民間工事の受注にも注力し、ホーム・リフォーム・土地建物の事業部門を立ち

上げ、無借金経営・自己資本の充実を達成しました。

　平成18年、7代目石井正が社長に就任。技術立社を標榜し、九州地方整備局から工事成績優秀企

業の認定など、各種技術表彰を受ける機会が増えています。

　経営理念として、社会から望まれることに誠心誠意尽くす、ことを挙げ、公共工事では高評価をいた

だき、地域に喜ばれること、民間工事ではお客様の理想に寄り添い、お役に立つ技術的な提案をでき

るように心掛けています。

本社 ZERO-CUBEモデル棟

福岡県筑後市長浜2043番地の１
TEL 0942-53-2151
FAX 0942-53-7031 代表取締役社長　石井　正

株式会社大藪組



14 八女法人会だより vol.48

　八女市の中でも特に黒木町を中心に、日本酒・単式蒸留焼酎・リキュール・あまざけ等を製

造販売している酒蔵です。

　純米大吟醸・大吟醸など数多くの酒類を取り揃え、昔ながらの手造りにこだわり醸しており

ます。

　特に、米を蒸す際に通常『コシキ』という蒸しタンクを使用するのですが、弊社では蒸籠を

使用して少量からふっくら米を蒸せ柔らかい味になるようしてます。また搾りは槽（フネ）という

機械で、醪を小袋に数百袋に分け入れ、少しずつ無理に圧力をかけず、雑味が少なくなるよう

な搾り方をしています。

　飲む点滴と言われている甘酒も九州産の米だけを使用し、防腐剤・着色料等科学薬品は一

切使用せず、米だけで作っています。さっぱりとした甘みにしお子様からお年寄りまで楽しめる

安全安心な完全自然食品飲料に仕上げています。

　また、「自分だけのお酒が欲しい」という方には、写真やメッセージ、会社ロゴ等をラベルに

使用し、お好みのお酒を作ることができるＰＢ（プライベートラベル）を少量から作ることができ

ます。酒類は、弊社の商品であれば全商品に対応できるよう努力しております。

　創業1916年（大正5年）と100周年を無事に向える事ができましたのも、皆様の

おかげだと心より感謝申し上げると共に、八女市の名に恥じない美酒を醸していきますので、

これからもご指導・ご支援の程を宜しくお願い致します。

福岡県八女市黒木町黒木36
TEL　0943-42-0003
FAX　0943-42-3613 代表取締役　松木　道

旭松酒造株式会社

企業紹介


